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　2020年は新型コロナ感染症の感染拡大の為
“集う” ということができず訪問するのもされる
のもためらわれ後援会活動も自粛の一年となり
ました。しかし、電話などでお話の端々に「絆」
で繋がっていることが感じられ力強くまたうれし
い思いを致しました。
　コロナの終息が見られるまで予防の基本を守
りながら元気に過ごしたいものです。
　くれぐれもお体を大切になさいますよう、また
これからのご健康とご多幸をお祈りいたします。
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後援会会長
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　市民に身近な公共交通機関である乗合バスが、採算性や運転手不足によって路線の休廃止
や減便が進んでいます。
　高齢化が進むにつれ、郊外だけではなく市街地の高齢者からも、体力の低下や免許証の返
納によってバス停まで遠いとか坂道とかで、買い物や金融機関などに出かけるのに苦労してい
る、何とかして生活交通を確保していただきたいとの声が上がっています。
　市は地域の取り組みや地域と交通事業者との調整などにさまざまな支援を行っています。早
良区南部においてもバスの減便や路線廃止対策として年間約２千６百万円かけていますが、利
用者が少なくなかなか効果があがっていません。
　最近、既存のバスではなく行政が主体で運行するコミュニティバスや、電話やスマートフォン
で予約して家の近くで乗降できるオンデマンドバス（タクシー）の検討や運行が始まっています。
　自民党市議団も市民の方々に生活交通のアンケート調査を行い交通利便性向上につながる施
策を検討しています。

自由民主党福岡市議団

コロナ禍への迅速な対応
大胆な財政出動と施策を提言大胆な財政出動と施策を提言

オンデマンド交通は会員登録された利用者から乗車依頼を受付し、
最適な乗り合わせと経路を計算し、

目的地まで乗り合い送迎でお運びするしくみです。

高齢者利用に最適化された運行システムオンデマンド交通
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　昨年、突然全世界を襲った新型コロナウイル
ス感染症は本市におきましても市民の日常生活
や経済活動に大きな影を落としています。自民
党福岡市議団は緊急事態宣言の発出を受けて直
ちに、コロナの感染拡大防止や困窮者に対して
の支援について市が独自に緊急対策を講じるよ
うに政策提言書を髙島市長に提出しました。そ
の後も状況に応じて提言書や意見書を４度にわ
たって提出し、コロナ禍から市民の命と生活を守
るため、これまでの前例や常識にとらわれない
大胆な財政出動と施策を求めてまいりました。
　政策には、提言の重要な部分が軒並み反映さ
れたものと評価しております。

　令和３年度予算におきましても新型コロナウイ
ルス感染症対策として少しでも市民の不安をなく
すために、子どもたちの教育や生活の充実・地
場中小企業の支援・検査体制の強化など多岐に
わたって予算や政策要望をいたしております。
 

市長に来年度予算要望書を提出する自民党福岡市議団役員
（左から3人目大原議員）

なくてはならない生活の足
急がれる生活交通対策


